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戦争犠牲者慰霊・平和祈願の日 ～戦後７０年、平和への思いを込めて～ 

８月１５日、京都教会法座席に於いて「戦争犠牲者

慰霊・平和祈願の日式典」が開催され、多くの会員が

参拝しました。支部代表者による献鶴の儀の後、佐藤教

会長導師による読経供養が行われました。その後、今年

度から始まった広島市の「被爆体験伝承」事業で語り部

として認定された、元北広島教会長の土橋道子さんの講

演がありました。 

土橋さんは京都も原爆投下目標都市に上がっていた

ことに触れたあと、広島の原爆の被害、広島大学名誉教

授の北川さんの被爆体験と、土橋さんの母の被爆体験に

ついて説明されました。 

原爆は広島県産業奨励館の上空６００ｍの高さで炸

裂し、直径約２８０ｍの火の玉ができました。中心部は

１００万度を超える温度にも達し、爆風、熱線、放射線

に襲われました。通常爆弾との大きな違いに放射能があ

り、それは目に見えず匂いもありません。人々の体に甚

大な被害を与え、直接被爆されなくても投下後、市内に

入られた方にも影響を与えました。炸裂後に降った大粒

の黒い雨にも、放射能を多く含んでいました。 

北川少年は国民学校１年生５歳の時に被爆しまし

た。８月６日の月曜日の朝はいつもと同じような生活だ

ったと言います。学校は爆心地から１．３キロの所にあ

りました。ピカッ、ゴロゴロと大音響の殺人光線のあと、

強烈な爆風で校舎はガラガラと崩れたそうです。校舎と

共に崩れ気を失ない、気が付けば周りは真っ暗やみ、「熱

いよ～」「痛いよ～」という友人の泣き叫ぶうめき声。

校庭にいた友人は黒焦げになって亡くなりました。校舎

を後にして市内に歩き始めましたが、両手を前に出して

皮膚がズルズルになった人ばかりを見ました。道中、 

「水がほしい」という人に水をあげると、死んでしま

ったと言います。恐ろしい体験をした北川さんは現在、

核爆弾をなくす運動をされておられます。 

土橋さんのお母さんの被爆体験は爆心地から２．６

キロで被爆。家に火がついて燃えてしまいました。市

内中心部から逃げてきた市民は見るに堪えない姿だっ

たそうです。母は１歳の妹を背負って２８キロの道を

歩いて避難しました。その間、むごたらしい死体を避

けながら歩きました。しばらくして体調が崩れ、下痢

が続いたそうです。お母さんは被爆の体験を話したが

らなかったが、子供、孫にも同じ思いをさせたくない

と考え、語ることにされたそうです。 

 現在、世界中には６０００発以上の核兵器があり、

その威力は広島よりもはるかに大きい。核兵器は全て

の命を絶ってしまう非人道兵器であって、核戦争に勝

者はありません。命を大切に、家族を大切に、友達を

大切にしていきたいと述べられました。 

 最後に、佐藤教会長は「恨みは恨みによって消える

ものはなし、恨みは慈悲によってのみ消える」と日常

生活にも当てはめて述べました。 
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平成２７年、私たちは「善き師・善き友・善き教えを信じ  育てよう若い力！ 発揮しよう皆んなの力！」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～「私たちは宇宙と一つ」～  宇治支部長  大野嘉子 

 今月は宇治支部の大野が担当させて頂きます。宜し

くお願い致します。 

九月号の「佼成」では、会長先生より「私たちは宇

宙と一つ」というご法話を頂いております。 

前段のタイトルは「人間は星のかけら」です。会長

先生が読まれた科学雑誌や宇宙に関する本の中から、

興味深い事実を教えて下さいました。「人間の体を構成

するすべての物質は、寿命の尽きた星が大爆発を起こ

した時に宇宙空間に飛び散ったその星のかけらだと

いいます。私たちはいわば星のかけらで出来ているの

です」と。 

 

「宇宙研究によって解明されたことを、理論物理学

者の佐治晴夫先生は、端的に『すべてはひとつのもの

から始まった』と述べておられます。そうであれば、

すべては、ひとつのものから枝分かれして生じて来た

ということですから、『すべては互いに関わりあって

いる』ということが言えるでしょう」また「このよう

な科学的な知見は、『縁りて起こる』『すべては関連し

ている』という釈尊の教えや、中国の儒学者、睦象山

や道元禅師の宇宙と自己関連を直感的に見通した言葉

を裏付けるものであり、現代科学によって解明される

ような心理を、私たちは自然に感受できる能力を具え

ている」と教えて下さいました。 

 

二千五百年前に釈尊が悟られた教えを、現代科学が

証明していることを教えて頂き、あらためて素晴らし 

い教えにめぐり会えたことに、感謝させて頂きました。 

 

後段のタイトルは「他も己れ」です。「宇宙から見

た地球は、とても美しい星にもかかわらず、なぜ人は

争うのだろう。広大な宇宙を思う時、自分の考えの狭

さに気づき、ちっぽけなプライドを捨てて謙虚に生き

ようと思えたり、また病を前向きに受け止める勇気を

持てるのではないか」また、さまざまな感慨のなかで

特に大事なこととして、「他は他であるがそれがそのま

ま『己れ』として感ぜられ、その喜びも悲しみも『己

れ』の喜び『己れ』の悲しみ」「大宇宙にいかなるこ

とがあっても、そのことごとくが自分自身の問題であ

る」と、教えて下さいました。 

 

最後に「私たちは宇宙とひとつ、真理と一つ。そし

て他も『己れ」』この『一つ』ということを胸に刻み、

私たち一人ひとりが思いやりを持って人と接すると

き、それは世界平和の種となり、美しい地球の未来を

創造する肥料となることでしょう」と結びを頂きまし

た。 

「明るく、優しく、温かく」と、日々教えて頂いて

います。九月のご法話を通して、「人間本来の心をも

って人さまと接することが大切で、それが平和で美し

い地球の未来を創造する源である」と学ばせて頂きま

した。同じ願いをもって、日々過ごせる仲間の輪が広

がって行きますよう、地道にコツコツと精進して参り

たいと思います。              合掌 

 

原爆投下 70 年シンポジウム ～二度と戦争を起こさない～ 

８月６日、広島市内のホテルにおいて、原爆投下 70 

年シンポジウム「二度と戦争を起こさない―核兵器廃

絶をめざして―」が開催されました。 

 

このシンポジウムは、聖エジディオ共同体（カトリ

ック在家運動体、本部・ローマ）、世界連邦日本宗教委

員会、公益財団法人世界宗教者平和会議（WCRP）日

本委員会の共催で行われ、広島市、広島県宗教連盟、

駐日イタリア大使館が後援しました。 

国内外で核兵器廃絶に取り組む宗教界や政界の代表

者、専門家、市民など約 250 名が参加しました。今

なお、世界各地に多くの核兵器が存在する現状に対し、

核兵器の非人道性に焦点を当て、その廃絶へ向けた取

り組みについて議論されました。 

その中でアメリカからの参加者の一人が「アメリカ 

の学校では子供たちに、原爆を投下した事により戦争

の犠牲者を増やすことが食い止められたので、正しい

選択だったと教えている。 

なのでアメリカ国内では、核兵器廃絶の機運は高ま

らない。本当に核廃絶を目指すのなら、アメリカの子

供たちをこの広島に連れて来て、学習会等を開催する

場を設けるべきではないか？」と言われた意見が印 

象に残りました。 

 

シンポジウムの最後に、共同アピ

ール文を発表し、核兵器廃絶と世界

の恒久平和実現のため、各国政府や

国連諸機関、平和首長会議、NGO 

など幅広い分野と協力して、行動す

ることを呼びかけました。  
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第５０回比叡山仏教文化講座 

７月２５日、比叡山延暦寺会館において、第５０回

比叡山仏教文化講座が開催され京都教会から１５名が

聴講しました。 

第１講として「よりそう心」と題して曹洞宗普門寺

副住職の高橋悦堂氏の講演がありました。臨床宗教師

としてＤＶＤ映像による活動紹介の後、それを目指し

たのは岡部医師との出会いがきっかけであると語られ

ました。岡部医師から避けることの出来ない人の死の

現場になぜ宗教者がいないのか、死を目前にされてい

る人の前には医者と家族だけが向き合っている現実。

終末期患者の前に宗教者の視点が必要であり、医療、

介護、福祉、行政などの職種と宗教者が対等に向き合

う必要があると訴えました。 

また岡部医師は布教、伝道を目的としてはいけない、

相手の持つ信仰を大切にする姿勢が重要であるとし

て、そのような背景から「臨床宗教師」を提唱され、

自身の死にゆく姿を高橋氏に見たといいます。 

また高橋氏は病院で亡くなる人が８割という現実か

ら、若い宗教者は目の前で人が死にゆく姿を見ていな

い、宗教者ですら死が遠くなっている、私たち宗教者

ですらどうしたら死の苦しみに寄り添えるかを悩んで 

いるとその思いを吐露されました。仏教、キリスト教

など各宗教の死生観、宗教者通しの対話を通して研修

を行い、死とどのように向き合っていくかを学び合い、

そして臨床宗教師としての答えはなく、自分自身でス

タイルを作ることが大事であると締めくくられまし

た。 

 第２講では「幸せさがして」と題してパーソナリテ

ィの浜村淳氏の講演がありました。 

 今年８０歳となる浜村氏は日本の平均寿命が世界一

であるとし、奥さんが先に亡くなられたらご主人は平

均５年で亡くなられるのに対し、ご主人が先に亡くな

られたら奥さんは平均１５年生きられるということを

紹介し、会場の笑いを誘いました。 

また、ご主人が先にボケた場合、残るのは奥さんの

顔と名前であるのに対し、奥さんが先にボケた場合、

一番先に消える記憶はご主人の顔と名前であるとも述

べられ、会場は終始笑いが絶えませんでした。 

自身のラジオ番組の経験から認知症対策について語

られ、日頃から心掛けること等、参加者は軽妙なトー

クの中から自分に当てはめながら学ぶことが出来まし

た。 

    

 

「ありがとう」コンクール始まる ～１日１００回のありがとう運動～ 

「ありがとう」１日１００回運動の一環として、８

月１５日～１０月４日までの５１日間、「ありがとう」

コンクールを開催します。どうぞふるってご応募下さ

い。 

応募内容：「ありがとう」の感動を表現したもので、 

標語・川柳・詩などでも可 

 応募要領：応募用紙一人一枚までとし、支部名、 

作者氏名、性別、年齢を記入の上、鍵付 

けの箱に投函 

      応募箱・用紙は教会法座席にあります。 

 応募期間：８月１５日～１０月４日 

 選考要領：推進委員会において選考 

 優秀作品：後日発表するとともに記念品を贈呈 

【過去の最優秀作品及び優秀作品】 

「ありがとう あなたの心に また感謝」 

「閉ざされし 心を開く ありがとう」 

「思いやり 伝わるひとこと ありがとう」 

「ありがとう 世界にひろがれ 和のこころ」 

「おかあさん いつもいつも ありがとう」 

「照れもあり 思いきり言えた 「ありがとう」 

「ささくれた 心に沁みる ありがとう」 

「苦労かけ 背中にそっと ありがとう」 

「ありがとう あなたと私の あいことば」 

「何気ない優しさにふれ 照れながら 

小さな声で ありがとう♡」 

「ありがとう 感謝しか無い この人生」 
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『宗教の対話／対話の宗教――新しいモノガタリをつむぐ』 

８月２日午後、本会主催による対話の集いが、東京・

杉並の本部大聖堂で開催されました。 

ＫＡＩＣＩＩＤ（アブドッラー国王宗教・文化間対

話のための国際センター）のファイサル・ムアンマル

事務総長の来日を機に、イスラムのイニシアチブによ

る宗教対話への理解を深め、さらに現代にふさわしい

対話のステージを目指すことを目的に開催されたこの

集いは、庭野光祥次代会長がナビゲーター、スピーカ

ーなどを務めました。 

  

集いには、国内外から約５０００人が参加。『歴史を

「学ぶ」』『今を「知る」』『未来を「動かす」』の３つの

プログラムでは、登壇者とフロアが対話を通して意見

を交わし合いました。 

プログラム１『歴史を「学ぶ」』では、ファイサル氏

がスピーチ。「政治家や指導者の努力」「宗教指導者の

ビジョンと叡智（えいち）」「対話」の３点が将来への

希望であると言明しました。 

プログラム２『今を「知る」』では、光祥次代会長が

登壇、対話とは「自分と異なる存在とのやりとり」で

あり、「矛盾や葛藤を乗り越えようとする意思」を交わ

し合うことで多様性が豊かさに変わると述べました。  

プログラム３『未来を「動かす」』では、石井宏明・

難民支援協会常任理事が「宗教界などとの対話を通じ

て日本国内の難民支援に心を砕きながら、すべての人

が共存できる社会づくりを進めていきたい」と述べま

した。 

今年は、カトリックが他宗教による救いを認め、対

話への道を踏み出す契機となった「第二バチカン公会

議」に、庭野日敬開祖が仏教徒として初めて招かれて

から５０年目の節目の年。イスラムを中心とした、新

たな「対話の時代」の幕が開かれました。 

 

ゆめポッケ発送式 ～手作りの３０６袋が京都から～ 

夏休みを利用して８月８～９日に「ニコニコキッズ

フェアーお泊まり会」が実施されました。その中でゆ

めポッケ発送式を行い、今年は 51 箱 306 袋のポッ

ケを送ることができました。 

発送式では少年部、学生部、男子部混合の発送祈願

供養、昨年までのゆめポッケが届けられた喜びの笑顔

を DVDにて拝見しました。 

佐藤教会長は青少年に、「子供たちに他の人のことを

思いやることの大切さや、できることを少しずつでも 

行っていきましょう」と語りかけました。 

ゆめポッケが入った箱を法座席から玄関に運ぶ際に 

は、ニコニコキッズフェ

アーに参加した少年部、

青年部、壮年部、婦人部、

一般の皆さんで教会内の

すべての人たちが協力し

て行うことができまし

た。  

 

９～１０月の主な教会行事 ●メッセージ 

9月 1日(火) 

4日(金) 

10日(木) 

15日(火) 

23日(祝) 

10月 1日(木) 

4日(日) 

10日(土) 

 9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り・布薩の日 

開祖さまご命日 

脇祖報恩会 

釈迦牟尼仏ご命日 

秋季彼岸会 

朔日参り・布薩の日 

開祖さま入寂会 

脇祖さまご命日 

 フェイスブックを見ていると、ある議員さんが開祖

さまの「もう一人の自分」を拝読されているとの記事

に目が留まりました。著書には「日本は人類全体の調

和と平和に寄与する」「国際的な信頼を得る」ことによ

り防衛を行うとあり、そのことを議会でも訴えていく

と決意表明されていました。私たちは今一度、平和観

や政治浄化のあり方について学んでいかなければなら

ないと気付かせて頂きました。 

 


